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第１０章 無線ブロードバンド市場の展望とシナリオ 

 

（1） 無線ブロードバンド技術間の競争と統合 

 

①モバイル WiMAX 浮上に対する欧州通信業界の懸念 

モバイルWiMAXは業界の支持により類を見ないほど急速に標準化や商用化が進んでいる。また、CDMA

系の進化技術が掌握すると予想されていた今後の通信市場を脅かすOFDMベース技術である。今モバイ

ル WiMAX は今後の通信市場の構図を塗り替える重要な変数要因として浮上しているのだ。 

 

こうした中、欧米の通信業界では、モバイル WiMAX に対する見解が両分している。モバイル WiMAX が

GSMの本場である欧州通信市場でも脅威な存在となったというボーダフォンのArun Sarin会長の教戒論と

モバイル WiMAX は一時的な現象であり、3G LTE による GSM 系の技術進化が、欧州市場を掌握するとい

う GSMA の Craig Ehrlich 会長の愼重論が対立している。とにかくモバイル WiMAX が欧州通信業界でも大

きなトレンドになっているのは確かであるようだ。 

 

認証設備が発売される2009～2010年までにはモバイルWiMAXがグローバル通信市場に与えるインパ

クトや競争技術の対応策など、本格的な議論が行われるだろう。これからは4G時代に備える各技術陣営の

準備状況と技術間の共存と統合、そしてATLASが展望しているモバイルWiMAX発展に関する4つのシナ

リオを提示したいと思う。 

 

②統合に向かう 4G 技術のロードマップ 

世界の通信市場における無線ブロードバンド技術の競争構図は大きく 3 つに分けわれる。① GSM 標準

化機関である 3GPP、② CDMA 標準化機関である 3GPP2、③モバイル WiMAX ――の 3 つだ。最近、各陣

営が描いている4G標準化のロードマップを見ると、今後の技術競争の構図を予想することができる。最も重

要なポイントはこの 3 つの陣営の 4G 技術がすべて OFDM をベースとしており、技術的なパフォーマンス面

では大きな差がないということである。 

 

まず、GSM 標準化機関である 3GPP は 3G LTE 中心の 4G 標準化を進めている。すでに常用化されてい

る HSDPA と HSUPA（HSPA）に引き続き、HSPA+または「HSPA Evolution」を経て、3G LTE に行く進化を想

定している。HSPA+の場合は、HSPA のアーキテクチャを維持しながら、下り 100Mbps、上り 50Mbps まで伝

送速度を高めることを目指している。4G に行くための一種の飛び石のような技術である。HSDPA から 4G ま

で既存技術スペックをシームレスに発展させて行く戦略だ。 
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●図59 3GPPが想定しているHSPA+をベースにした3G LTEの標準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：KISDI（2006.12） 

 

3GPP Release7のHSPA+標準化が2007年に完了すれば、2008年からはHSPA+をベースにする3G LTE

の商用化が本格に開始される。3GPP によると、3G LTE は OFDM ベースの air-interface と UTRAN（UMTS 

Terrestrial Radio Access Network）アーキテクチャの進化をベースにしている。最高250kmで移動しながら、

上り・下り 100Mbps の高速データの送信を目標としていると知られている。 

 

●図60 3GPPが推進している4G標準化のロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：サムスン（2006.06） 

 

3GPP2 陣営は、最近の 3GPP とモバイル WiMAX 陣営が 4G 標準化に積極的な動きを見せていることに

刺激され、2006 年末、Rev.C を「Ultra Mobile Broadband」（以下、UMB）と名付けてこの技術が CDMA 陣営

の 4G 技術になると発表した。4G 標準化に遅れを取らないように、3GPP2 陣営が急いでロードマップを発表

した模様だ。注目に値するのはRev.Cが今までの進化経路とは全く違うOFDMをベースにする技術になる

ということである。3GPP2 によると、VoIP が搭載され、下り 70 ～ 200Mbps、上り 30 ～ 45Mbps のデータ伝送

に対応するという。現在 CDG（CDMA Development Group）は、2008 年から商用化できると主張している。 
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つまり、今後 4 ～ 5 年内には、3G LTE、Rev.C、802.16m の 3 陣営の技術がすべて OFDM に統合される

のわけである。技術的な性能や特性による差別化されたアプリケーションやサービスの提供が厳しくなり、先

進技術のインフラ採用による競争も意味がなくなる可能性がある。すでに業界や専門家は、4G 時代には多

様な無線ブロードバンド技術がOFDMを基準に統合され、エコシステムの形成や迅速な商用化によって勝

敗が分かれると予想している。 

 

●図61 3GPP2が提示しているCDMA技術の進化ロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：CDGホームページに基づき作成 

 

●図62 4G時代の 無線ブロードバンド技術の統合コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０章 無線ブロードバンド市場の展望とシナリオ 



170 

WB マーケティングレポート Vol.２ モバイル WiMAX ベンダーの国際戦略と無線ブロードバンド市場拡大のシナリオ 

 

（2） モバイル WiMAX 発展の 4 つのシナリオ 

 

① 4 つの変数とシナリオ 

ATLAS が展望している、モバイル WiMAX 発展の方向を左右する重要な変数をまとめて見ると、①認証

設備の発売、② 3G/4G の標準化と欧州市場における周波数開放、③オペレータの差別的なビジネスモデ

ル発掘と成功可否、④ベンダー間の合従連衝と M ＆ A による規模の経済実現――など、4 つ挙げられる。 

 

これら 4 つの変数のうち、認証設備の発売と周波数開放はグローバル市場におけるモバイル WiMAX 拡

大の重要な変数であり、差別的なビジネスモデルの発掘と規模の経済実現はオペレータやベンダーレベル

でその成功を決定する要因である。これら 4 つの変数の組み合わせにより、今後のモバイル WiMAX 市場

における発展の行方を以下のように予想することができる。 

 

・シナリオ 1 「百花斉放・百家争鳴」 

モバイル WiMAX が hype 段階を経て、実体感のある技術として世界通信市場で認められる段階である。

しかし、設備価格やビジネスモデルの差別化を通して、メインストリーム市場に参入できるほどのモメンタムを

形成したり、グローバル市場へ拡大するきっかけを見出すことができず、ただ無線ブロードバンド技術の一

つとなっている状況と言える。モバイルWiMAXが世界通信業界の注目を浴びているものの、躍進に向けた

有効なエンジンがない現在と類似している。 

 

・シナリオ 2 「コップの中の嵐」 

欧州でIMT-2000向けのリザーブ2.5GHzがWiMAX向けに開放され、ITUがモバイルWiMAXを3G/4G

の標準に承認したことにより、グローバル市場への拡大に向けた市場環境が、迅速に整えられる段階である。

市場は友好的に形成されているものの、依然としてベンダーの設備量産や値下がり、オペレータの差別化

された開放型ビジネスモデルが目に見える成果を挙げることはできない。従って世界通信市場に大きな影

響力を与える可能性を潜めている「検証された候補」にとどまっている段階と言えよう。 

 

・シナリオ 3 「不安定な同棲」 

設備価格の下落が進み開放型ビジネスモデルが安着して行く中、モバイル WiMAX が世界通信市場で

既得権を持っているTelcoを脅かす存在として浮上する段階である。2007年の2月、GSM総会でボーダフォ

ンのサリン会長が警告したように、低価格の標準設備をベースに迅速な商用化を成し遂げたモバイルWiMAX

が、差別的な開放型ビジネスモデルで欧州市場を侵食する段階である。 

 

また、欧州で IMT-2000 向けのリザーブ用 2.5GHz 周波数開放が遅れたり、3G/4G 標準化などが成果を

収めることができなくても、モバイル WiMAX の参入そのものが既存通信事業者に相当な負担となる。 
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